
昭和s3年 5 月 I0日
月刊 〈毎 月 I0日 帰 行｝さあ昭和＞32年 8JI 8日’g 3・.使働毘町． ・ 9耳273号

今月のおもな記事

。務3同朝円町議会

臨事会....・H ・.(2) 

ひ報広

。日山県消防

定例表彰・・・・・・・・・（3)

。 現ふ~diは忘れずに…..... (4) 

。衛Lj：＿統計シリース・・…… （5)

昭和53~手5月10日発行発行所羽田町世混 合 （07658)3-1100 （〒93907) 昭和32~8月8日第3橿郵便物腸司定価25円印刷高田印刷

民
家
を
だ
、
す
ね
て

境

天
険
親
不
知
を
控
え
だ
廃
関

北
陸
最
大
の
難
所、

所
は
、あ
ま
だ
の
武
士
を
配
し
て
、
出
入
す
る
旅
人
を
厳

し
く
取
り
締
つ
疋
と
き
わ
れ
る
。

桜
ガ
何
百
回
も
咲
い
て
は
叡
る
簡
に
、
廃
は
宿
場

町
と
し
て
栄
え、

切
妻
作
り
の
家
ガ
、
帝
状
の
道
路
に
向
い
合
っ
て

立
ち
静
ん
だ
h

や
ガ
て
、
こ
一
新
ガ
訪
れ
、
関
所
ガ
廃
比
さ
れ
、

明
治
ガ
大
正
に
楊
り
変
つ
だ
。

板
葺
き
の
低
い
切
妻
の
家
ガ
次
々
と
作
り
変
え
ら

れ
、瓦
盲
き
の
切
妻
の
家
ガ
美
事
な
家
艶
を
作
り
上
一
げ

だ
。時
代
の
流
れ
は
国
道
八
号
線
を
刊
の
中
を
通
し、

だ
ま
だ
ま
襲
つ
だ
集
中
豪
雨
は
村
の
大
半
を
泥
土

に
埋
め
定。

災
害
を
契
機
と
し
て
文
化
住
宅
ガ
新
築
さ
れ
、
刊

は
そ
の
相
貌
を
変
え
た
。

ムフ
や
琶
の
家
並
は
、
わ
ず
か
一
部
に
往
時
の
面
影

を
偲
ば
せ
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
ん
な
中
で

藩
政
時
代
の
家
ガ
忘
れ
ら
れ
だ
よ
う
に
残
っ
て
い

る
。関
所
役
人
の
意
地
で
も
あ
る
よ
う
に
、
境
の
歴
史

を
、
か
だ
く
な
に

ひ
っ
そ
り
と
守
り
続
け
て
い
る。
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条
例
の
改
正
な
ど
四
件
可
決

｜
｜
第
三
国
朝
日
町
議
会
臨
時
会

l
｜

む
あ
ら
ま
し

’、

て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

本
臨
時
会
は
、
剖
朝
日
町
税
条
例
一
語
改
正
の
件
及
び
朗
日
町
特
別
土
地
保
有
税

，m会
条
例
制
定
の
件
、

各
種
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
等
支
給
に
関
す
る
条
例

一

節
改
正
の
件
並
び
に
工
穆
繍
負
契
約
の
件
な
ど
厳
寒
四
件
を
可
決
し
玄
し
た
。

可
決
さ
れ
芝
も
の

V
朝
日
町
税
条
例

一
部
改
正
の
件

V
朝
日
町
各
種
委
員
会
委
負
等
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例

一
部
改
正

の
件

消
費
に
関
す
る

苦
情
相
談
を
ど
う
ぞ

朝
日
町
で
は
消
費
生
活
の
健
全
化
を
は

か
る
た
め
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
設
躍
し
て

い
ま
す
。

と
の
ほ
ど
、
次
の
五
名
の
万
々
に
間
和

五
十
三
年
度
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
ま
し

た。
定

期

券

lま

泊

V
朝
日
町
特
別
土
地
保
有
税
審
議
会
条

例
制
定
の
件

V
工
事
請
負
契
約
の
件

（
朝
日
町
消
防
署
庁
舎
新
築
工
事
）

同
モ
ニ
タ
ー
は
月
一
聞
の
食
料
品
の
価

格
調
査
の
ほ
か
、
消
費
に
関
す
る
苦
情
相

談
の
受
け
つ
け
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
朝
日
町
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

v

足長

沢

ヲー

〈湿
・
波
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）
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標
準
小
作
料
が

か
わ
り
ま
し
た
み・

標
準
小
作
料
と
は
、
昭
和
四
十
五
年
十

月
一
日
以
降
に
新
た
に
賃
貸
借
（
小
作
）

契
約
さ
れ
た
小
作
地
に
適
用
さ
れ
る
小
作

料
を
い
い
、
そ
れ
以
前
か
ら
の
小
作
地
で

国
が
小
作
狗
の
最
高
額
を
統
制
し
て
い
る

統
制
小
作
料
と
ち
が
い
ま
す
。

標
準
小
作
料
は
、
実
際
の
賃
貸
借
契
約

。
。
。
。
。
。

の
設
定
に
あ
た
っ
て
、
当
事
者
が
こ
の
様

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

準
額
を
参
考
に
し
て
話
し
合
い
で
削
料
金
を

。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。

。
。
。
。
。

決
め
る
乙
と
が
で
き
る
目
安
と
な
る
も
の

で
、
そ
の
額
が
耕
作
者
の
経
営
の
安
定
を

回
答
す
る
よ
う
な
高
額
の
場
合
に
は
、
農

業
委
員
会
が
当
事
者
に
対
し
減
額
の
勧
告

が
で
き
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

乙
の
標
畑
中
小
作
創
は
、
農
地
の
生
政
量

や
価
値
帽
、
生
産
費
用
等
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
お
り
、
経
済
事
情
等
の
蜜
動
な
ど
に

よ
り
今
回
改
定
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
額

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
と
の
標
幣
小
作
料
の
改
定
に
あ

た
っ
て
、
近
年
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に

よ
り
小
作
料
に
対
す
る
土
地
改
良
事
業
費

の
と
ら
え
方
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

一

般
的
に
は
土
地
改
良
事
業
貨
は
耕
作
者
で

あ
る
小
作
人
の
負
鎚
と
な
っ
て
い
る
た
め

ζ

の
標
準
小
作
料
に
お
い
て
も
小
作
人
が

生
産
費
用
の

一
部
と
し
て
負
担
し
た
も
の

と
し
て
設
定
し
て
あ
り
ま
す
。
親
作
が
土

地
改
良
事
業
費
を
負
担
し
て
い
る
農
地
を

借
り
る
場
合
に
は
、
親
作
と
十
分
協
議
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
賃
貸
借
は
農
地
法
に
基

よ
h

つ
ん
ゾ
・

＠ づ
き
、
農
業
委
員
会
や
知
事
の
許
可
の
な

い
も
の
は
無
効
で
あ
り
ま
す
の
で
留
意
し

て
下
さ
い
。

10アール当たりの標準小作料額
（問和53年度より適用）

農地区分 標準小作料額 嫡 要
一一一 ー

回の部 1 30.000円10アー／レ当たり水稲収量 520k?

// 2 25.000円 。 500k"? 
一一，， 3 18.500円 // 470匂

ー
// 4 14,000円 イア 450k? 
一一一
，， 5 8.000円 ，， 420匂

ζ

の
小
作
料
は
、
問
ア
l
山
F

－当
た
り

の
水
稲
平
均
収
量
を
基
準
と
し
て
い

ま
す
。

「
｜
養
鯉
を
し
て
い
る

－

な

さ

ん

み

五
月
二
十
五
日
頃
か
ら
六
月
十
五
日
頃

ま
で
の
期
間
に
、
水
田
の
除
草
の
た
め
、

「マ

メ
ッ
ト
S
M
剤
」
が
使
用
さ
れ
ま

す
。乙
の
除
草
剤
は
醤
が
強
い
た
め
、
養

鯉
に
農
業
用
排
水
等
を
利
用
し
ま
す
と
選

筈
を
お
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
前

述
の
期
間
で
の
農
業
用
緋
水
等
川
水
の

取
り
入
れ
を
し
な
い
よ
う
心
が
け
て
下
さ

1
0
 

iv 

朝
日
み
ど
り
の
少
年
団

結
成
さ
れ
る

(2) 

自
然
に
親
し
み
、
自
然
を
守
り
育
て
、

自
然
を
愛
す
る
厳
か
な
人
間
性
を
育
て
よ

う
と
、
こ
の
ほ
ど
県
と
町
が
中
心
と
な
り

宮
崎
地
区
の
子
供
連
で
、
み
ど
り
の
少
年

団
を
結
成
、
四
月
十
六
日
、
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
で
そ
の
結
成
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
ζ

の
少
年
団
は
、
宮
崎
小
学
校
四
年

生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
八
十
－
人
で

結
成
ぎ
れ
、
朝
日
町
長
を
は
じ
め
県
や

町
、
地
一一ん
の
区
長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
う
け
た
あ
と
、
旧
派
の
稲
村
伸
休
業
専
門
技

術
班
長
よ
り
団
長
の
九
川
氾
世
間
文
君
に
団
剛
腕

が
手
渡
さ
れ、

団
員
や
出
席
者
に
披
飽
き

れ
ま
し
た
。

ま
た
結
成
を
記
念
し
て
、
式
場
の
同
セ

ン
タ
ー
前
に
サ
ザ
ン
カ
の
記
念
組
樹
を
し

ま
し
た
。

団
員
の
服
装
は
、
男
子
は
、
チ
ロ
ル
ハ

ァ
ト
、
女
子
は
、
ベ
レ
l
耐
と
赤
一
色
で

ま
と
め
、
緑
色
の
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
の
り
り

し
い
祭
で
活
動
を
し
ま
す
。

八
写
真
は
団
旗
の
披
露
V
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表彰の栄

の々

来
た
る
五
月
十
四
日
、
白
山
市
公
会
立

に
お
い
て
、
間
和
五
十
二
年
度
消
防
定
例

表

wwお
よ
び
自
治
消
防
制
度
三
十
同
年
記

念
特
別
表
明
W
の
伝
述
式
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
朝
日
町
関
係
は
次
の
万
々
で
す
。

第 27 3号

〈
消
防
庁
長
官
表
彰
〉

永
年
勤
続
山
制
労
尚
早

Z
第
二
分
間
分
間
長

川
V

制
服

ひ

谷

口

宅

郎

大

森

伊

作

寺
田

知

勝

魚

住

制

維

越
間
十
帯
靖
男

〈
富
山
県
知
事
表
彰
〉

さ

功
絹
再
帰

第
五
分
間
分
団
長
村

口
脇
門
店

無
火
災
必
修
綬
第
二
分
間

友

彩

状

越

・
小
吏
婦
人
消
防
隊

退
駿
報
償
規
定
に
よ
る
表
杉

鹿
熊
安
広

元
第

一
分
団

竹
谷
街
谷

元
第
六
分
間

線
建
武
男

一%
第
六
分
間

あ報

flE脱団
長長良

広

〈
日
本
消
防
協
会
定
例
表
髭
〉

朝
日
町
消
防
問

副
団
長

精
紡
章
第
六
分
団
分
団
長
水
島
隆
二

勤
続
意

第
一
分
団

第
三
分
間

第
四
分
団

第
四
分
団

第
四
分
間

功
績
抑
制

上
島
栄
作
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分
団
長

団

員

分
団
長

部

長

班

長

を

貝

ま

し、

し

よ

第
五
分
間

第
五
分
間

第
五
分
間

第
六
分
同

叫
分
団
長

肌

長

問

自

部

長

荒
川
与
三
次

綴

沢

亮

治

竹
内

E
則

水

島

常

雄

〈
富
山
県
消
防
協
会
定
例
表
髭
〉

ー

l
 

l

、i
 

幼
制
導
円
花
島
市

第
五
分
間
班

山
縮
政
花
・
煎

第

一
分
間
訓
分
間
長

第
一二
分
間
副
分
団
長

勤
続
緑
花
川

朝
日
町
消
防
問
問
長

第
二
分

間

航

民

第
二
分

間

川

付

第
五
分
間
川
い
は

勤
続
銀
市

第

一

分

間

班

長

第
一
一分
間

間

此

第
三
分

間

航

以

第
三
分
間
間
口
同

第

四

分

間

団

員

第

四

分

団

間

口

第
五
分
間

山
町
民

第
六
分
間
副
分
団
長

優
良
機
関
両
市

者
円
色
章

第一
一一
分

間

問

民

家
族
に
対
す
る
感
謝
状谷

川

文

子

（
第
三
分
間
分
間
長
谷
川
丸
治
氏
の
妥
）

魚

住

ミ

ツ

（
第
四
分
間
部
長
魚
住
輝
雄
氏
の
委
）

越

間

富

美

子

（
第
四
分
間
航
長
腿
間
十
喜
朗
吋
氏
の
婆
）

荒

川

貞

子

長

j飯
沢

亮
治

山
本
問
中

{ill ）；＇~ 
芸評而

｜｜｜山火山
出阿野熊

i克常安
嗣久 一 正

加八岡大小谷 1＇.~ ~ 
J厳木本村坂 口 l到 口

UJJ 繁源孝 川一
基繁治 一 義 11政一晃

回
中

つ第
五
分
凶
刷
分
川
長
荒
川
守
一一一
次
氏
の
婆

市
小
偽
ナ
リ

ヱ

〈
第
六
分
間
部
長
次
品
川
市
雄
氏
の
妥
）

温
問
者
感
謝
状

本
削
久
男

東
崎
良
雄

水
・
ぬ
隆
男

兄
第

一
分
間

兄
第
五
分
同

一刈
第
六
分
間

ぷ
彰
状

緩
・
同
市
片
的
等
の
い
火
mw

第

一
分
間

一
日
市

／＼ 
奮還金
山僧甲

空指手
λ 導消
自E協防
長ク
褒自値ラ
彰会ブ
＼／ 

泊
少
年
消
防
ク
ヲ
プ

〈

u
d吋
日
吋
れ
〉

一十
五
年
以
上

朝
日
町
消
防
同

例
臼
町
消
防
川

第
二
分
間

第
一一
一
分
間

副
同
長

副
団
長

分
間
長

分
間
長

二
十
五
年
以
上
一
一一
十
年
末
満

l経

第
一一
分
間

第
十一一分
間

第
三
分
間

第
四
分
間

第
四
分
間

第
四
分
間

第
凶
分
間

第
五
分
間

第
五
分
間

第
五
分
間

第
五
分
間

第
五
分
間

問班 fJE部 m1R1 J'JE l'.lll刷 J'JEFJE l'fil 
分

員長長長以白 l延長 i引長長長
t長

班

長

部

長

訓
分
間
長

上
沢
源
次

上
島
栄
作

伊
藤

一
郎

谷
口
光
治

谷川板
日中｜ ｜

小長島 古 j務大佐古越
林 ~I＇・ 端市岡村渡江沢

第
六
分
間

第
六
分
凶

第
六
分
団

第
六
分
団

分
川
長

部

長
班

長

班

長

松水金 7.k
本鳥森島

け
ん
せ
つ
／ 

:!tf_:J日日士主．

消
防
新
庁
~ 
Eヨ

か
ね
て
か
ら
懸
案
の
消
防
新
庁
伶
が
建

設
の
巡
び
と
な
り
よ
る
四
月
十
七
日
午
前

十
時
よ
り
庁
舎
建
設
現
場
に
お
い
て
関
係

者
が
参
列
し
起
工
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
敷
地

一
千
二
百
十
平
方
メ
ー

ト
ル
、
規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

一
部

三
断
建
て
八
百
凶
十
八
平
万
メ
l
ト
Y
で

一
附
に
ポ
ン
プ
車
や
救
急
車
な
ど
六
台
収

容
の
車
庫
や
通
信
輩
、

二
断
に
事
務
出
張
、

科
長
室
、

三
階
に
講
堂
と
研
修
室
を
備
え

た
近
代
施
設
と
な
り
ま
す
。

八
等
兵
は
消
防
庁
合
地
銀
銭
V

a

－M 

J

‘

ト

a〔

、

義宗武秀庄源 lえう守派 ¥ 
正義級太 一一 一芯彦 敏雄雄

‘・‘¥. ( 

~ · 

l判 徳降
雄 暁政二

i舘 i
i弘5
5氏Z
E表 Z
E彰 E
Eさ三
iれ5
2るE

四
月
二
十
八
日
、
魚
津
市
で
開
催
さ
れ

た
臼
山
県
市
町
村
選
恭
管
理
委
員
会
連
合

会
の
総
会
の
郎
上
、
朝
日
町
選
準
管
理
委

員
会
の
前
港
記
長
、
相
川
川
泌
氏
が
選
挙
事
務

功
約
者
と
し
て
衣
惨
さ
れ
ま
し
た
。

同
氏
は
、
十
五
年
に
渡
り
選
挙
事
務
に

従
事
、
と
り
わ
け
選
管
書
記
長
と
し
て
七

年
花
職
さ
れ
、
選
祭
事
務
の
適
切
な
管
理

執
行
に
M
体
さ
れ
た
か
ど
で
こ
の
ほ
ど
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

わ
が
朝
日
町
の
町
花

「
さ
っ
き
」
の
展

覧
会
が
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

期

日

六

月

一－
一t
岡
田

会

場

中

央

会

館

小

沢

ス

ト

ア

階
上
朝
日
町
さ
っ
き
会

花
と
緑
の
銀
行

朝
日
町
教
育
祭
員
会

朝
日
町
中
央
公
民
館

・厄，；~董・11：『F.tr

「消費者の日」

後 主
'l'lf. h.ら
：＜ター令

~ヨEヨ壇QJllll正:t:~沼田~..－~；，］同

竺議長J

［ミ増山凶

鹿催

(3) 

4
E

・E

．－．，
．．
． 
，
 



国
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金
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機
現
況
届
は
忘
れ
ず
に

d

ひ

国
民
年
金
の
臨
虫
館

f
（帥市川

f
）
、

遺
族
寡
婦
年
金
を
受
け
て
い
る
が
は
、
こ

れ
か
ら
も
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権
利

が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
俗化・

一
一間

「
国
民
年
金
受
給
権
者
現
況
川
」
を
収
川

す
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さあ幸S

八
現
況
一屈
の
用
紙
は
・
－
－
－
－
－
－
－－
V

社
A
長
検
事
務
所
よ
り
、

一一
月
支
払

い
の
通
知
』
と

一
新
に
お
て
・
む
た
に

送
付
済
み
で
す
。

広昭和32年－sJJ s a 
M 3 • 16使鋤U可

〈
い
つ
ま
で
に
：：：
：・

V

五
月

一
円
か
ら
尺
月
．．． 
十
．

H
ま
で

の
聞
に
、
現
況
届
と
印
置
を
仰
っ
て

役
場
住
民
課
国
民
年
金
係
で
説
明
を

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

八
届
け
出
が
な
い
と
き
は
・
－
－
V

現
況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
は
、
九

月
支
払
い
分
か
ら
の
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん。

〈
川
け
川
の
い
ら
な
い
場
合
：
・V

間
和
五
十
二
年
六
月

一
日
以
降
に
、

年
余
を
受
け
る
権
利
を
決
定
さ
れ
た

万
ゃ
、
年
金
の
支
給
を
停
止
さ
れ
て

い
る

μは
、
挺
出
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

現
況
州
の
用
紙
を
紛
失
し
た
り
、
わ
か

ら
な
い
ζ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
国
民
年

金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

な
お
、
枠
制
に
つ
い
て
は
役
湯
住
民
課

国
民
年
金
係

（
雪
之
．l

二ハ
δ
内
線
て

十
九
〉
へ
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

務
年
金
の
サ
ギ
に
注
意
後

段
近
、
県
内
で
も
凶
民
年
金
を
ネ
タ
に

社
会
的
に
弱
い
な
場
に
あ
る
人
や
、
老
人

を
だ
ま
し
て
、
な
け
な
し
の
大
慾
な
お
金

を
活
き
上
げ
る
大
変
滋
賀
な
詐
欺
が
あ
り

ま
し
た
。
同
様
な
詐
欺
事
件
が
今
後
も
発

住
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ

ん
見
な
れ
な
い
が
引
が
米
て
、
国

・
旧派

・
町

の
峨
員
だ
と
J
口っ

て
調
子
の
良
い
甘
い
話

を
し
て
、
お
金
と
ハ
ン
コ
を
出
す
よ
う
に

．．
 
J

っ
た
ら
、
次
の
ζ

と
に
つ
い
て
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

ω町
内
会
長

・
町
内
年
金
安
U
・
民
生

番ハ
H

・
家
庇
滋
仕
一角
か
を
国
民
年
金

係
に
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

問
自

・
瓜

・
町
の
職
刊
で
あ
る
こ
と
の

身
分
班
附
H
刊
を
比
せ
て
も
ら
い
ま
し

ょ－つ。
ω必
ず
ハ
ン
コ
を
仰
す
冶
頬
を
舵
認
し

て
か
ら
仰
印
し
ま
し
ょ
う
。

ωお
金
を
出
し
た
ら
、
必
ず
正
規
の
領

収
書
を
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

ー
青

年

海

外

一

一

協
力
隊
員
募
集
し

H
昭
和
五
＋
＝
一
年
度
第
二
次
派
遣
H

協
h
M
隊
は
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
中
近

東
、
中
南
米
、
南
太
平
作
の
開
発
途
上
に

あ
る
国
々
に
対
し
て
、
経
済

・
社
会
の
発

展
の
た
め
に
筏
術

・
授
能
を
身
に
つ
け

た
、
心
身
と
も
に
健
A
t
な
日
本
部
H
年
を
派

泊
し
て
、
終
回
の
団
づ
く
り
に
協
h
H
し
ま

す
。

＠
出同情的

満
一一
十
級
以
上
、
似
削
と
し
て

一二
十
五
銭
ま
で
の
日
本
の
背
年
初
女

＠
締
切
日
間
和
五
十
三
年

尺
月
一三
十

戸
日

＠
問
い
あ
わ
せ
先
例
日
町
教
育
委
員
〈
ハ

（
雪

印
｜
．

一
O
阻）

…
全
国
人
権
擁
護
委
員

パ

…
連
合
会
長
表
彰

－
F
『

F

本

町

；

－

 

F
ド
広
易
制

小
沢
浩
氏

～

ac－－可

ζ
の
た
び
、
河
町
の
人
続
出
側
捜
香

v

h
Uの
小
沢
附
氏
が
人
権
燦
躍
に
関
す
山

川・

る
日
頃
の
業
紛
が
認
め
ら
れ、

全
国

山

口
人
権
協
保
護
委
員
述
合
会
民
よ
り
ぷ
彩

r

．
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

』
同
戸
髭
巳
何
百
川
町
長
町

I
E
E
R’R
圭

甘
弓
当
「
丹
令
市
ユ
一一
ロ
訪
歪

こ
同
一
お
り
を

F

P
U

こ
ち
」
ノ
J

そ

F

一

三
年
に
一
回
実
施
さ
れ
る

「

事
業
所
統
計
調
査
」
が
六
月
十

冗
日
、
全
国

一
せ
い
に
行
な
わ

れ
ま
す
。

ζ

れ
は
、
わ
が
国
の
事
業
所

の
業
種
や
従
業
員
数、

蛍
業
状

線
な
ど
の
笑
態
を
つ
か
み
、
国

・
川m
・
市
町
村
で
行
政
、
経
済

政
策
を
進
め
る
よ
で
の
蕊
礎
資

料
と
な
る
も
の
で
す
。

ζ

の
た
め
、
調
査
は
会
社
、

工
場
、
商
店
、
学
校
の
ほ
か
、
行

公
庁
、
病
院
、
国
鉄
や
私
鉄
の

駅
、
ホ
テ
山戸
、
旅
・郎
か
－
M

り
神
社
、

お
寺
に
い
た
る
ま
で
、
金
凶
の

事
業
所
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

調
査
は
、

「
叩
調
査
」

「乙

調
査
」

「．
内
調
査
」
に
分
け
て

行
な
わ
れ
、

巾

・
乙
調
査
は
、

都
道
府
県
知
事
が
選
ん
だ
調
査

員
が
あ
た
り
、
丙
調
査
は
、
国

や
地
均
公
共
間
体
が
調
代
し
ま

す。

グ工場も店舗も会社も学校もグ6月
15日愛の献血

協力者芳名－3月実縫分一

今日の献lfllが

あすのあなたを

保附 する ； 

清
水
陣
（
金
山
）
、
古
江
智
代
子
（
車

1
1
唱
1
ハノ』

野
）
、．
h
井
芳
尖
（
府
間
川
）
、
小
〈
平
勝
央

（
道
下
）
、
ル
小
鴎
浮
火
（
宮
崎
）
川
端
券

セロ（
山
崎
）
、
大
森
卜
人
士
（
泊
）

、
寺
同

点平
厳

〈
清
水
町
）
、
ト
人
脳
同
日
泊

（山
崎）、

水
井
由
美
子
（
不
動
作
中
）
、
勝
川
聞
大
（

泊）

、
平
野
消
診
（
．wT
柳）

、
河
内
科
官
同

（宮
崎
）
、
稲
川
利
彬
（
級
以
）
、

大
久

保
明
美
〈
桜
町
）
、
山
岸
仁
文
（
W
T
柳〉、

・
水
島
勝
笑
（
境
）
、
む
井
屯
二

（勝
塚
〉
、

平
坂
篤
子
（
平
柳
）
、
腿
板
前

〈繍
地〉、

小
林
成
必

（例
川
）、
山
沢
弘
ぷ
（
削
〉
、

水
野
制

一
（W
T
柳
）、
市
以
桁

一
（
平
柳
）
、

掛
川
後
弘
（
綾
町
〉
、

山
崎
央
政
（
山
崎

）
、
上
杉
必
子
（
平
柳
〉
魚
住
久
雄
（
上

町
）
、
山
本
武
夫
（
山
附
）
岡
田
正
秀
〈

白
川
川
新
〉
、
栄
町
凶
尖
子
〈
附
保
〉

(4) 

観
光
写
真
み
や
げ
品
展

作

品

募

集

朝
日
町
観
光
協
会
で
は
、
年
ご
と
に

m

大
す
る
観
先
需
要
に
即
応
し
、
そ
の
恵
ま

れ
た
自
然
と
歴
史
を
も
っ
明
白
町
の
姿
を

広
く
内
外
に
P
・
R
す
る
た
め
観
光
写
真

三
れ
打
せ
て
特
産
品
ゃ
、
か
く
れ
た
民
去

U
、
九
る
い
は
新
し
く
必
官
刑
さ
れ
た
み
や

げ
品
を
一
般
か
ら
募
集
し
ま
す
。

①
観
光
写
只

〈

パ

ネ
W
A
n
紙
不
袈
）

カ
ラ
l
四
ツ
切
以
上

①
み
や
げ
川

食
品

・
民
議
口
川
・
特
産
品

・
そ
の
他

応
募
締
め
き

り

十

月
二
十
六
日
（
木
〉

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
皮
業
諜
観
光

係
（
雪
ω
l
一一

O
O内
線
三
十
五
）
へ

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。



朝
日
町
の
人
口
動
態
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日
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リ
l
J
X
H
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第
1
表
は
、
過
去
十
年
間
の
明
日
町
の

人
口
動
態
の
推
移
を
ま
と
め
た
も
の
、
第

2
表
は
、
昭
和
五
十
一
年
の
人
口
動
態
率

を
町
・県
－A
K
固
と
の
比
較
し
て
み
た
も
の

で
す
。「
出
生
」
は
、
昭
和
問
十
九
年
以
降

減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
丘
ト
・
一
年

は
過
去
十
年
間
の
以
低
に
な
り
ま
し

た
。
相
府
2
去
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
朝

日
町
は
山
々
不
が
全
面
・
日
山
県
と
比
べ

て
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ζ
れ
は

新
年
層
の
町
外
流
山
に
よ
る
も
の
が
大
と

考
え
ら
れ
、
乙
の
ζ
と
は

「
婚
制
」
ギ
の

低
下
と
も
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

「
死
亡
」
は
、
昭
和
五
十
一
．
年
は
災
数

率
と
も
過
去
十
年
間
で
鼠
低
で
し
た
が
、

総
体
的
に
全
国
、
笛
山
県
と
比
べ
て
か
な

り
高
い
と
と
が
第
2
表
で
わ
か
り
ま
す
。

ち
な
み
に
、
昭
和
五
十
年
の
、
総
人
口

に
対
す
る
六
十
五
歳
以
上
高
齢町
者
人
い
の

比
率
は
、

全
国
八
・

or、
富
山
県
九
・五

割
れ
に
対
し
、
朝
日
町
は
一

了
七
折
と
か

な
り
高
く
、
死
亡
率
の
尚
い
の
は
こ
の
こ

と
と
関
連
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
ま
す
。

出
生
率
が
低
く
死
亡
不
が
高
い
ζ
と
は

当
然
に
白
然
地
加
不
の
低
下
に
も
結
び
つ

い
て
い
ま
す
。

「
乳
児
死
亡
」
、

「
新
作
』児
死
亡
」
、

「
死
産
」
は
、
昭
和
四
十
八
年
頃
か
ら
低

下
傾
向
に
あ
り
、
総
体
的
に
ふ
R
M、
白
山

県
よ
り
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
厳
婚
来
」
は
、
昭
和
四
十
九
年
を
除

い
て
は
上
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
脳
利

回
十
八
年
以
降
は
全
国
、
出
山
県
よ
り
も

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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主

三

雲

霊
室

主
主

三
号

室

雲

（
間
和
五
十
三
年
四
月
十
五
日
現
在
〉

お
す
こ
や
か
に

藤 fl舟寝花細蛭高竹旭桜上司町本本宮境
川 のケ道水本

塚道新田 房野谷品内丘町下町町町 町

（赤
ち
ゃ
ん
竃
生
〉

山富岡斉永長川 rp江門南安篠繍河加水
岡岡田 藤口 合島関口茂逮同行内 厳島

修逮和 豊義紀慣糟時俊益邦 :.;;; u長
一.f,j夫二時事業安安男明 ま佐谷治広 一二 行

お
し
あ
わ
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富
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酬
約
十
分
ぐ
ら
い
の
山
の
中
腹
に
、

州
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
程
の
市
向
日
土
的

酬
ガ
あ
る
。

川
県
近
辺
の
人
疋
5
は
、
よ
乙
令
泌
－
N

川
却
と
吋
ん
で
い
る
け

酬
似
の
大
木
ガ
三
本
そ
び
え
て
い
る
ガ

馴
そ
の
中
の

一
本
ガ
ち
ょ
う
ど
学
ぞ
聞
い

酬
だ
よ
う
な
形
克
で
歯し
て
い
る
《

州

首

．
弘
法
大
帥
ガ
北
陸
巡
錫
の
際
、

酬
此
の
胞
に
こ
も
り
一
週
間
護
闘
停
を
突
き

馴
祈
・
片
付
」
ら
れ
疋
と
こ
ろ
で
、
そ
の
節
信

州
え
ら
れ
だ
松
ガ
ご
の
カ
ラ
カ
サ
紛
だ
と

州
伝
え
ら
れ
て
い
る
ゆ

酬
誕
，
何
岨喧は
、
．と
う
し
R

酬
わ
け
力
．
何
百
年
も
疋
つ

酬
疋
A
ソド
U
積
ガ

一
本
も
は
え

川
ア
こ
れ
い
h
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町
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お
く
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O
宮
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O
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東
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O
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O
幸
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〈
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52 60 63 

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
択
の
か
た
が

た
か
ら
箸
怠
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
清
水
町
下
沢
修
さ
ん
よ
り
拾
得
物
報

労
金
五
千
五
百
三
十
円

マ
南
保
育
年
間
よ
り
市

ω手

七
枚

一一、

九

マ
宮
崎
扇
谷
通
代
さ
ん
よ
り
拾
得
物
報

労
金
一
万
円

マ
信
川
北
島
野
さ
ん
よ
り
社
会
福
祉
増

と
の
た
め
に
と
三
万
円

マ
巾
町

箪

野

仏

子
さ
ん
よ
り
故
和
夫
氏

の
生
前
の
忠
志
に
よ
り
話
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
建
設
資
金
の

一
部
に
と
五
十
万
円

マ
荒
川
込
届
新
作
さ
ん
よ
り
火
災
被
災

者
に
と
じ

ωそ
の
他
衣
類
二
十
匂
点

マ
本
町
金
弁
和
夫
さ
ん
よ
り
火
災
彼
災

者
に
と
衣
類
十
数
点

マ
一一一
浦
町
山
崎
啓
久
子
さ
ん
よ
り
恵
ま

れ
な
い
人
述
に
と
衣
類
五
十
点
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北、い辻
さっき

5月 （皐月）
メーテー

；ぷ法記念日

ζどもの日

立証
世界赤十宇デー

母の日

戸11制本土復帰記

念日

八
今
月
の
税
金

V

※
軽
自
動
車
税

八
納
税
は
口
座
掻
込
で
V

※
金
融
機
関
が
あ
な
た
に

か
わ
っ
て
指
定
の
口
座

か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
て
納
税
す
る
確
実
で

使
利
な
制
度
で
す
。

ロμ
ロu
口
μ

ロM
口
M

口
M

口凶

1
3
5
6
8
M
m
 

消
防
団
春
季
演
習

朝
日
町
消
防
同
の
脊
季
前
山
内
が
朝
日
町

会
成
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
当
日
は

サ
イ

ν
ン
を
附
ら
し
ま
す
の
で
、
火
災
と

間
違
わ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
、

マ
期
日
五
月
二
十
八
日
（
日
）

マ
場
所
朝
日
町
会
域

マ
時
間
・
午
前
七
時

（
演
網
目
招
集
日
日
）

・
午
前
八
時
一一一
十
分

t午
前

十

一
時
三
十
分

（
消
防
車
サ
イ
V

ン
吹

政

時毎月第1火曜日
午前10時～午後3時

場所朝日町福祉センター

相談員 川上期ー（智3-0050)

相談ごとご案内

談相

／一時噌吋叫叩ト炉噌咋併I

－ゐ，，＂＂＇・
, .）グ

ム行

日

、‘
$
3
3
4

嶋・
背）
な
お
、
当
日
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
前
十
一
時
三
十
分
ま
で
の
閥
、
町
内
全

域
で
消
防
車
が
放
水
訓
練
を
行
な
い
ま
す

の
で
洗
た
く
物
な
ど
が
ぬ
れ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ム人権法律相談

時 5月18日（木）
午後 1時～午後4時
朝日町福祉センター

人権燦護委員

上回慾二 （舎2ー0127)
在国佑芳（含2-2164)
小沢法（舎3-3000)

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
所朝日町街祉センター

（含3-0576)

ム心配 ζ と相談

日

場所

相談員

日

＇~ 

税
務
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

軽
自
動
車
の

納
税
証
明
に
つ
い
て

今
年
度
よ
り
、
軽
自
動
車
の
納
税
通
知

。

。

。

。

。

。。

替
の
領
収
証
は
、
納
税
証
明
と
兼
ね
て
お

り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う
保
符
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
納
税
証
明
は
、
将
三
輪
・
軽
四

貨
物

－
m
何
回
来
用
、

一一
輸
の
小
型
自
動
車

に
つ
い
て
車
体
検
査
を
受
り
る
際
に
必
要

で
す
が
、
そ
の
他
の
市
恩
師
閣
に
つ
い
て
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

ー
郵

便

は

が

き

の

一

「
l
無
料
交
付
に
つ
い
て
し

身
体
障
害
者
間
聞
社
鎖
調
運
動
に
ち
な
ん

で
重
度
の
身
体
障
害
者
〈

一
級

・
－一
級）

で
、
問
手
帳
を
お
持
ち
の
満
六
歳
以
上
の

万
に
、
凶
月
一一
十
日
以
降
、
お
ひ
と
り
に

湯

第 l，第3月曜日
午前10時～午後3lh-'i 
黒部市中央公民館

第 1.第3水曜日
午前10時～午後3時

湯m県魚津総合庁舎内
魚津地方県民相談室

ム交通事故巡回相談

①日時

場所

①日時

． 
' j 

っ
き
二
十
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

申
込
み
先

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
参
の

上
、
郵
便
局
へ

受
付
期
間

五
十
二
年
四
月
一
日
か
ら

五
月
二
十

一
日
ま
で

申
し
込
み
用
紙
は
郵
便
局
、
箔
祉
事
務

所
に
あ
り
ま
す
。
（
泊
郵
便
局
）

寄
付
・
寄
贈

八
山
崎
小
学
校
へ

V

V
七
沢
秋
安
氏
よ
り
教
初
期
備
品
と
し
て

十
六
型
テ
レ
ビ
一
台
。

マ
株
式
会
社
小
川
温
泉
よ
り
教
秘
用
備
品

と
し
て
二
十
型
テ
レ
ビ
一
台
。

八
境
小
学
校
へ

V

マ
昭
和
二
十
五
年
卒
業
生
（
代
表

・
水
島

佐
美
子
さ
ん
）
よ
り
巌
外
用
大
時
計
一

ム口
。

八
五
箇
庄
小
学
校
へ

V

マ
北
海
道

・
金
か
は
な
さ
ん
よ
り
、
児
童

図
書
購
入
費
と
し
て
十
万
円
。

新
着
図
書
案
内

H
朗
自
町
立
中
央
図
・
館
H

、、

児
市
．
図
轡

う
た
の
す
き
な
か
え
る
く
入
、
留
の
夜
が

た
り
、
乙
た
え
は
ひ
と
つ
だ
け
、
幼
児
の

た
め
の
位
界
の
お
話
、

ペ
リ
l
ヌ
物
語
、

幼
稚
園
百
科
、
長
ぐ
つ
を
は
い
た
ね
こ
、

が
ん
ば
っ
て
ね
ク
ラ
ラ

ゅ
う
か
ん
な
船
長
、
お
月
さ
ま
の
話

。
か
み
し
ば
い

キ
ャ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
も
も
た
ろ
う

ア
ル
プ
ス
の
少
女
、
魔
法
の
マ
コ
ち
ゃ

ん
、
ロ
ピ
ン
フ
ク
ド
、
ボ
l
ン
フ
リ
l
、

ジ
ム
ボ
タ
ン
、
ポ
ー
ル
の
ミ
ラ
ク
戸
大
作

戦
、
〆
ン
ポ

万
併
用
集
読
売
新
聞

沢

村

貞

子

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
見
つ
け
万
井
上
富
雄

マ

ン

ボ

ウ

拶

滋

郷

北

紅

夫

日
本
の
名
著

脂肪

海

舟

江

勝

浮

富
山
の
味
（
味
の
ふ
る
さ
と
）
角
川
智
店

ζ

と

ば

の

色

彩

川

ぶ

茂

雄

祭
り
と
な
ら
わ
し
（
俳
句
歳
時
記
）

読
売
新
聞
社

明
治
大
正
関
誌
東
京
兆
海
道

筑

山

巾

世

盲
目

更

年

期

障

害

岡

村

靖

環

境

政

策

を

考

え

る

懇

山

謙

一闘
の
い
い
銀
行
利
用
法
野
末

陳
平

富

山

の

出

入

館

長

島

勝

正

外

風
の
中
の
遡
の
よ
う
に
〈
上
下
）船
山

醤

イ
ソ
ッ
プ
の
首
に
鈴
を
つ
け
ろ小

峰

元

曽
野

綾
子

半

利

良

小
林

久
三

西

村

寿

行

西

村

寿

行

水
上

勉

豊
国
有
恒

高

岡

尚
平

森
村

誠

一

池
波
正
太
郎

一
般

図

沓

関
説
日
本
の
古
典

貝
の
う
た

永
速
の
牧
歌

閣
の
中
の
峡
笑

空
を
飛
ぶ
紘

魔
街
が
聴
こ
え
る

荒
涼
山
河
風
あ
り
で

は
な
れ
啓
女
お
り
ん

ス
ペ
ー
ス
オ
ペ
ラ
大
戦
争

哀

必

慈
し
き
臼
伎
座

聞
は
知
っ
て
い
る
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~ .... ~.み （決められた日時に受けられない方凶
最寄りの会場で受けてください。 ／ 

『

。尚J

報 －－－

の保健

…広

んな

月〉く 5

日（曜） ! 

午後
I :00～3:00 

考偽－区地象来！場b: 
ハ刻時者象先I業

午後
24(/J<) ・ I :OO～3:00 

M水）！鴻～3:001 
午後

松、循環総満15~友以上（た I 17 (7)<) I : 00～3:oo I殿町公民館 ｜

診iだし、勤務先で ｜ ：ギ長 ；：ド央銀協 ｜
検診を受けた人 I22（月） I 1 :00～3:00 ！山崎支所 i
を除くJ 午後 I ; 

23（火） I :00～3:00’ ／トイ｜：池公会’堂 ！ 

百I i基弘集ー裕1
25（木） '9:30～11 :oo I センタ ー
｜午後 身

25（木） I :oo～3:00 

，午前
29（月〉 ’9:30～11:00 

午後
29（月）’1:00～3:00 柳川公民館

．午前
30（火） I 9:30～11 :oo，南保小学校 ｜

午後
1 :00～3:00 

!l(f;娠中の心得持参レ＜地すそ稲川センター負 19（金）イモ婦級 !l(.f
,.v. 
－・ー組

1母子手帳持参
棟、沼崎、 tn:川
泊、干i箇庄、南保福r・11：センター通知のあった人ひ

ン

ほ 子手 帳持参
間保、 IJI 崎
犬家庄、五箇庄農業センター

町 i fためられた会場で

｜しか受診するζと

iはできませんο誕II~守

11,' 

町南保、池？？町
旭ケ丘

l保

チ

殿

J誌、 νj、
小 IT:池、花
山崎新

ク

児

検団

E野

ほ

小

ん

し

結

集

母

子

保

健

鎗

緩

・

成

町

小児、総、竹の内

JIノ仁l、柳
不動 ；市、繍

訂｜
l.k 

尚畠、谷、長野
石1t

4渓縦町公民館

治泉.＇r・経

人

病 l

予

防

作谷の一部、経~； f千分校30（火）

I I 午後
母 I3カ月 児検診 ：53 年 2 月生 ~ 1 （木）• 1 :oo～I :30 

子 I . ~ － 汀l 病

保 ！民間．節脱き？？主主 ；53 －年 2局 生 1 （木） _2~00-:-3:00 －－盤_J~ ＿！！
｜ ！自51年 10月少 午後鍵！1 成 6 カ月児検診 i 歪 51 年 11 月~~ 1 （本） 2:0門

午前
9:30～11 :00 

l午後
5 （月） I 1 :oo～3:00 

午前
9:30～11 :00 

午後
I :OO～3:00 

筒~I~七ンター

院
主；i

母子手帳持参

1.500円検査料

b( 

区

地

地

会

イそ

月〉く 6

母子手帳持参民地全信トI~セ ンター

決められた会場で

しか受診するζと

ができませんハ

入、湯ノ瀬

崎< i 

羽

辻、

羽入公民館

辻農家組合

5 （月）満15歳以上 （た

だし、勤務先で

検診を受けた人

を除くJ

器

，診

環

検

抜、循

1'11 

結

集

結
緩
・
成
人
病
予
防

新JI I 舟Ht川新公民館

it:活改普
センター

7 (;J<) 

噌

l
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寸
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4月の町内交通事故

。
一
歳
六
カ
月
児
健
康
診
査
。

（向）

乳
幼
児
健
康
診
査
の
H
的
は
、
も
し
族

病
や
心
身
陣
容
が
あ
る
な
ら
ば
で
き
る
だ

け
早
期
に
発
見
し
、
適
切
な
治
療
や
療
宵

を
実
施
す
る
ζ

と
と
、
健
康
な
子
ど
も
に

つ
い
て
も
さ
ら
に
健
康
明
進
を
す
る
よ
う

に
、
ま
た
育
児
上
の
・
胤
の
訓
り
を
応
し
、

悩
み
を
解
決
す
る
よ
う
に
保
健
舟
・
仰
を
行

な
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
乳
幼
児
健
康
診
査
と
し
て
は

一4
．
カ
月
、
九
カ
月
、
二
段
児
、

一三
歳
児
健

康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
間
関
門
品
発

見
や
保
健
指
母
上
、
三
世
凧
児
に
な
っ
て
か

ら
気
づ
い
た
の
で
は
起
す
ぎ
ま
す
。
た
と

え
ば
、
軽
症
の
ま
ひ
、
経

t中
等
度
の
知

能
遅
れ
、
聴
刀
臨
害
、
弱
視
、
斜
協
な
ど
の

錦
力
陣
内
、
む
し
樹
、
家
庭
環
境

・
親
子

関
係

・
生
活
習
慣
の
不
良
な
ど
、
こ
れ
ら

は
い
す
れ
も
適
当
な
時
期
ま
で
に
発
見
で

き
れ
ば
訓
練
や
教
育
・
指
呼
の
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
で
す
。
そ
の
適
当
な
時
期

は
、
一
歳
六
カ
月
で
あ
り
、
そ
の
頃
は
、

①
ひ
と
り
歩
き
を
船
め
て
い
る
時
期
、

一
歳
六
カ
月
に
な
っ
て
も
歩
か
な
い

子
ど
も
は
遅
れ
が
あ
る
と
普
え
て
も

，、、、
nv

1
J
C

’u－
 

①

協

力

、
総
h
H
に
同
氏
常
が
あ
れ
ば
気
が

つ
く
時
期

①
む
し
幽
予
防
の
本
的
的
な
し
つ
け
を

始
め
る
時
期

①
親
の
育
児
態
度
に
問
題
点
が
あ
れ
ば

発
見
し
た
い
時
期

そ
こ
で
、
今
年
か
・
り
一
成
六
カ
月
健出版

診
査
を
実
施
す
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
都
度
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
ず

か
ら
、
必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
日
（
俗
H
第

一
合
雌
円
）

時

間

午

後

一
時
か
ら
一一
．
時
ま
で

場
所
照
郎
保
健
所
朝
日
支
所

乳
児
か
ら
老
人
に
苓
る
ま
で
の
健
康
笹
川

理
に
対
す
る
柑
談
を
う
げ
ま
す
。
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